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  ▼ 講座の概要 

 
 
 
  ▼ 講座内容 

 
 
 

平成２６年度兵庫県立大学 生涯学習講座 

 

《 身近なサイエンスのはなし：脳と化学の視点から 》 
 

生活の中の化学 
実施日:平成２６年８月２０日（水） 

時間：13：00～14:30  

 

 産業革命以降、石炭・石油を原料とする化学は発展し、人々を幸せにするために多くの人口物を生

んだ。木材，繊維，皮革，色素，接着剤，医薬品などから食品の一部に至るまでが相当し、最初には天

然から得ていた有機化合の物質を次々に置き換えてきた。石油産業の勢いはつい最近まで収まらず、

更に無機物の金属や金属酸化物まで合成有機物で置き換えてきた。身の周りには人工的な有機物で

一杯である。本講座ではこれらをバルク合成とファイン合成に分けて、個々の例を牽いて、それらの本

来の目的、将来の有るべきスタイルに関し解説する。 

 石油を原料とする近代化学は多くの人口物を生んだ。当初天然から得ていた有機化合物を次々

に置き換え、更に無機物まで合成有機物で置き換えてきた。身の周りには人工的な有機物で一杯

である。本講座ではそれらの本来の目的、将来の有るべきスタイルに関し解説する。 


